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「誰もが楽しめるおもちゃづくり」で
「世の中のためになる企業経営を」「世の中のためになる企業経営を」

• 共生社会の形成• 共生社会の形成

• 地球への配慮
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共生社会の形成

１９８０年 「ハンディキャップトイ研究所の設立」

障害者専用の玩具を開発

きょうゆうがんぐ１９９０年

障害のある子もない子も共に遊べる（ユニバーサルデザイン）の玩具

共遊玩具の誕生
きょうゆうがんぐ

障害のある子もない子も共に遊べる（ユニバーサルデザイン）の玩具

業界全体への広がり

現在 おもちゃを通じて障害者理解を促進し、共生社会を形成する
ため様々な「啓発活動」を実施しつづけています。
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共遊玩具（きょうゆうがんぐ）活動
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地球への配慮地球への配慮

１００ねんあそぼ。１００ねんあそぼ。
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エコトイ事例 プラレールのエコレールエコトイ事例 プラレールのエコレール

環境配慮した
おもちゃおもちゃ

①ゴミになるものを①ゴミになるものを
再利用→リサイクル

② 使う石油の量が エコレールには② 使う石油の量が
いままでの半分！

エコレールには
２つのエコ！



エコトイ活動 子供たちが環境を知るきっかけづくり



エコトイ活動 子供たちの環境活動を応援
ほめるほめる
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葛飾区地球温暖化対策地域協議会は２０１０年から参加

エコトイ活動 地域と連携した年間を通した取組
葛飾区地球温暖化対策地域協議会は２０１０年から参加

温暖化防止に向けた普及・啓発事業などを行っています。メンバーは、区民・事業者・各団体・学識者・区などによって
構成されています。

夏休み子ども環境学習講座
打ち水大作戦 区長も参加し今年で10回目

緑化フェア
おもちゃアイデアコンクール
（学校）エコトイ賞-/UD賞 葛飾区主催かえっこバザール



７５,０００人累計７５,０００人の子どもたちのエコへの気づきをお手伝い
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タカラトミーの教育プログラム
環境 共生社会 職業観

主体的な環境学習 共生社会を知る 職業観形成

おもちゃづくり、社
会活動に触れるこ

おもちゃのUDであ
る共遊玩具を通じ

おもちゃの環境

主体的な環境学習 共生社会を知る 職業観形成

会活動に触れるこ
とで子どもたちがよ
り主観的に将来を
考える機会を提供

る共遊玩具を通じ
て、障害者への配
慮や共生社会につ
いて学びを提供し

に関する配慮に
ついての話しを
聞き主体的に環
境を考える機会 考える機会を提供

します。
いて学びを提供し
ます。

境を考える機会
を提供します。

おもちゃは子ども達に身近であり、自分の身近な課題解決おもちゃは子ども達に身近であり、自分の身近な課題解決
が社会課題につながることを理解する
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持続発展可能なPDCAモデル授業
毎授業PDCAを回し、次の授業をより良く、次年度の授業をより良くする
仕組みづくりを構築し授業に取り組んでいます。

事前ニーズを踏まえた授
確認

授業前に学校訪問

ニーズを踏まえた授
業を計画し、実行

実施 し、先生方のニー
ズを確認

改善

フィード
バック

授業実施社員のレ
ビューをプログラムにバック

先生方のレビュー
をフィードバック

ビューをプログラムに
フィードバックし改善
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出張授業出張授業
２０１８年から、葛飾区との地域連携により

区内すべての小学校 50校で出張授業スタート区内すべての小学校 50校で出張授業スタート

・対象 ３～６年生・対象 ３～６年生
・講師は、グループ新入社員+社会活動推進課



共に育む教育活動

・地域に親しみがある会社との ・社会貢献部門だけではなく・地域に親しみがある会社との
連携による教育の場の拡大

・学校以外の大人の話を聞くことで
社会の多様性を知る機会へ

人事・新入社員など全社
横断的な取り組み体制構築

・授業実施からフィードバックまで社会の多様性を知る機会へ

・子どもの生活に身近な玩具から
学ぶ、3Rや共生社会プログラム

・授業実施からフィードバックまで
PDCAサイクルを意識した構築

・新入社員教育の一環としての学ぶ、3Rや共生社会プログラム
により自分事としてとらえる

・本物に触れることで主体的に
考える機会へ

取り組み(グループ)

・新入社員がより深く企業文化を
理解する機会の提供考える機会へ 理解する機会の提供

「玩具を通した
「授業を通じた社員教育」

環境・共生社会教育」
「授業を通じた社員教育」



新入社員が出張授業から学んだこと

出張授業を経験することで社会活動に対する意識の向上出張授業を経験することで社会活動に対する意識の向上

自らもエコや共生社会について一層の知識習得自らもエコや共生社会について一層の知識習得

「創業理念」「企業理念」についてより深い理解・実感
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子どもたちからの感想

今だけでなく未来を考えて
いてすごい！これからは

今日教えてもらったことを
いてすごい！これからは
マーク（エコトイや共遊玩
具）がついた玩具に注目し

今日教えてもらったことを
お家の人にも伝えたい。
大人になったら自分が伝え
たい。具）がついた玩具に注目し

たい。
たい。

僕もタカラトミーで働きたい。これから３Rを意識して⽣ 僕もタカラトミーで働きたい。
（職業観醸成）

これから３Rを意識して⽣
活する。
（⾏動変容）

捨てずに他の使っている子
に譲る。

人のためになる仕事につきたい。
（職業観醸成）
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に譲る。
（⾏動変容）

（職業観醸成）



社会が変わるきっかけを生む「共育」

子どもに伝えるため
新入社員

子どもに伝えるため
感情と認知を高めた
社員が授業実施

入社理由、
夢を語る機会

社員が授業実施

楽しんで主体性をもって授業を受けた子ども達に変化が…楽しんで主体性をもって授業を受けた子ども達に変化が…
感情が引き金になって行動するきっかけになるチャンス

玩具のエコ
共生社会
の理解

行動
変容

玩具の
工夫への

職業観
醸成の理解 変容工夫への

理解
醸成
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ESD活動支援センター様と取り組むきっかけ

全国的な活動ができない・・・支店がない

タカラトミーの課題

全国的な活動ができない・・・支店がない
沢山の場所で活動ができない・・・マンパワーがない

地域の主体的な活動団体や学校との連携拡大の模索地域の主体的な活動団体や学校との連携拡大の模索

2019年から ESD活動支援センター様と連携 ご希望は2019年から ESD活動支援センター様と連携 ご希望は
センター様

まで

展示会やイベントへの 出張授業用プログラム
展示ツールの貸出し や教材の貸出し

20



展示会やイベントへのツールの貸出し すでに
実例あり

子どもや親御様に向けて、身近でわかりやすいおもちゃから、環境配慮や共生社会を知って
いただく機会となります。いただく機会となります。
環境配慮のおもちゃ（エコトイ）・・再生材を使用したプラレールのレールや発電する車両など共
生社会（共遊玩具）・・・目や耳の不自由な人もいっしょに楽しめる工夫をしたおもちゃ

内容） 「エコトイ」「共遊玩具」のおもちゃ
壁掛けパネルや卓上ＰＯＰなど配慮点を紹介するパネル壁掛けパネルや卓上ＰＯＰなど配慮点を紹介するパネル
ご希望により、エコかるたなど配布物

https://www.takaratomy.co.jp/eco/

https://www.takaratomy.co.jp/products/kyouyu/

エコトイ

共遊玩具
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プレイコーナー用のツールの貸出し すでに
実例あり

親子向けの長時間滞在コーナーとしてとても有効なスペースになります。
子どもたちはエコなおもちゃで遊び、親御様はパネル等で、配慮点を知る機会となります。子どもたちはエコなおもちゃで遊び、親御様はパネル等で、配慮点を知る機会となります。

内容） エコなプラレールの遊び場用のおもちゃ内容） エコなプラレールの遊び場用のおもちゃ
展示物 ）エコを説明するパネル（バナー）
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出張授業用プログラムや教材の貸出し 2020年1月
から実施

各エリアで実施される授業や講演のプログラムとして使用できることを

から実施

各エリアで実施される授業や講演のプログラムとして使用できることを
目指し、当社の出張授業プログラムの提供及び、教材の提供・貸出し

https://www.takaratomy.co.jp/eco/educational_csr/
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創業者から伝わる言葉の中におもちゃ創業者から伝わる言葉の中におもちゃ
産業が栄える４つの条件があります。

１．教育に熱心であること１．教育に熱心であること
２．科学産業が発展していること２．科学産業が発展していること
３．よい文化があること
４．平和であること
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